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第 3 章　エジプトにおけるイスラーム金融の展開と問題点 







ヤ県を選択し，1963 年に人口 4 万 8000 人のミート・ガムル（Mit Ghamr）
地区に最初の貯蓄銀行を設立した（Ready [1967]）。これが後のミート・ガ

















この貯蓄銀行は国民の支持を集め，初年度に預金者 1 万 7560 人，預金
額 4 万エジプト・ポンド（以下，ポンド）で開始した。当初は 1965 年か
ら 5 年間に 25 の貯蓄銀行の設立が計画され，ダカフリーヤ，カイロ，ガ







表 2　貯蓄銀行の残高および口座数（1967 年 6 月末）
（出所）Al-Ahrām al-iqtiṣādī, 15 September 1969 の記述から筆者作成。
（注）1 キルシュは 100 分の 1 エジプト・ポンド。
（出所）Al-Ahrām al-iqtiṣādī, 15 September 1969, P12 を筆者が誤記を校正したもの（太文字）。
（注）ダカフリーアおよびガルビーアのうち，Zefta のみガルビーア。
1. 預金 (1) 貯蓄口座 最低預金額は 5 キルシュで，引出は随時可能。金利はつかない。
生徒の少額貯蓄には貯金切手を発行
(2) 投資口座 最低預金額は 1 エジプト・ポンド。引出は銀行に対し次会計
年度前に通告が必要
2. 融資 (1) 無利子融資 中・低所得者を対象に，その生活水準引き上げのため，上限
300 エジプト・ポンドを融資。返済期限は 2 年。ただし，手
数料を徴収した
(2) ムシャーラカ
     融資
上限2000エジプト・ポンドで借入者のプロジェクトに融資する。
銀行のシェアは契約ごとに異なるが利益の 10% から 30% の間
である。返済期限は 2 年
3. 投資 投資例 (1) 
Mit Gamr
(a) レンガ・建築資材工場：日産 3 万個，80 人雇用，投資額 2
万 9000 エジプト・ポンド
(b)Mit Gamr 学校（初等および準備学校），1 万エジプト・ポンド。




マカロニ製造工場：労働者 60 人，資本金 2 万エジプト・ポンド
設立日
残高 口座数 平均預金額
貯蓄口座 投資口座 貯蓄口座 投資口座 貯蓄口座 投資口座
ダカフリーアおよびガルビーア
Mit Gamr 1963 年 7 月 92,028 171,050 57,474 3,794 1.601 45.084
Sherbin 1965 年 8 月 16,014 8,554 19,185 440 0.835 19.441
Al-Monsoura 1965 年 9 月 113,347 65,675 71,056 3,081 1.595 21.316
Dekernes 1965 年 10 月 29,384 7,869 33,516 973 0.877 8.087
Zefta 1965 年 12 月 25,909 15,229 33,461 987 0.774 15.430
Bikas 1966 年 10 月 9,305 2,971 10,169 385 0.915 7.717
小計 285,987 271,348 224,861 9,660 1.272 28.090
カイロ
Heliopolis 1965 年 7 月 63,861 186,689 50,741 7,984 1.259 23.383
Qasr el-Ainy 1965 年 10 月 37,096 36,775 34,697 3,343 1.069 11.001
Mahatta El-Qahira 1966 年 7 月 50,348 24,434 18,533 1,818 2.717 13.440
小　計 151,305 247,898 103,971 13,145 1.455 18.859
総　計 437,292 519,246 328,832 22,805 1.330 22.769
（単位：エジプト・ポンド）
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成していたことは明らかであった。
しかし，この貯蓄銀行に対する評価を公共部門商業銀行のひとつである
National Bank of Egypt（NBE）が担当したが，その結論は厳しいものであっ
た。主要な点は，第 1 に融資政策が不明確で，本来，手工業や産業に融
資すべきところが消費のために融資された（融資実行額は 1967 年末時で












その後，この評価に従い，1968 年に政府はその資産を NBE に移し，そ
の支店も 1973 年に閉鎖した。このような状況のなかでエジプト中央銀行
はイスラーム銀行法を立法化するか，コンベンショナルの体系による銀行・
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その資源は自己資金，預金，ムダーラバ資金，ザカート資金などであり，
資本金は設立時 120 万ポンドであったが，その後政府による増資が幾度と















































された。商業銀行は 1980 年に 15 行，1985 年には 39 行に至った。投資・
ビジネス銀行は 1980 年に 11 行に達した（その後新たな設立はなかった）。
このような民間部門銀行設立ラッシュのなかでイスラーム銀行も設立され
た。なお，今日では商業銀行と投資・ビジネス銀行との区別はなくなり，





行の設立に関する法（法律 1977 年第 48 号）」により設立された（この間，
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ド（Religious Supervisory Board: RSB）の設置を規定している。以下，国有
化や接収から免除されること（第 9 条），外貨取引や公共機関・公益機関を
規制する法律から免除されること（第 10 条），利益・配当に関する 15 年の
免税措置（第 11 条）などが規定された。第 19 条で臨時総会はイスラーム
金融機関（maṣraf Islāmī）に関する変更だけはできないことを規定している。
ファイサル・イスラーム銀行の定款はワクフ省令 1977 年第 77 号により，
7 章 67 条で規定されており，会社法（法律 1954 年第 26 号），銀行・信用法（法




している。総資本 8 万株（1 株 100 米ドル）のうち，サウジ側は 49％に相
当する 3 万 9200 株のうちアル＝ファイサル殿下が 2 万 200 株を保有する
（このうち，盟友で Al Baraka Banking Group の総帥である Saleh Kamel 氏





られ，1979 年 6 月 14 日に中央銀行に登録を行い，1979 年 7 月 5 日から営
100
業を開始した。しかし，その直後の 1981 年に，法律 1981 年第 42 号によ
り（その後は法律 1996 年第 97 号でも改正されている），その優遇措置の
メリットを失った。同法はエジプトにおいて営業している銀行間での均衡
化を図るもので，前述の設立法の第 10 条，第 11 条も廃止し，寛大であっ











で，Soliman [2004: 273] はサーダート大統領はイスラーム勢力を奨励した




























ト・サウジ金融銀行（Egyptian Saudi Finance Bank: ESFB，以下サウジ金融
銀行）の 2 行である。サウジ金融銀行の前身は 1980 年に投資法により商
業銀行として設立された Pyramids Bank（あるいは Al Ahram Bank）である。
同行はイスラーム銀行を標榜したが，1980 年代半ばに，金融不祥事で有
罪となった有名な両替商との取引などが原因で，4 つの公共部門商業銀行
に救済された。その後，Al Baraka Banking Group が中央銀行の認可を受け，
1988 年にその経営権を掌握した（Al Baraka Egypt とも称される）。
イスラーム国際投資開発銀行（Islamic International Bank for Investment 
and Development: IIBID）は，1980 年に投資法および副首相・計画・金融・






の Nile Bank と United Bank of Egypt の 3 行を統合させ，中央銀行の介入に







1980 年に投資法により設立された Al Watany Bank of Egypt（AWB）は
2007 年 8 月に National Bank of Kuwait（NBK）により買収された。2007 年




4 億 900 万ポンド（全融資額の 5.7%）である。1980 年に商業銀行として
設立された National Bank for Development（NBD）も 2007 年に Abu Dhabi 
Islamic Bank と Emirates International Industrial Bank が経営権を取得した。
68 支店のうち，19 がイスラーム取引支店であった。
現在のエジプトにおける民間部門の主要なイスラーム銀行は，専業銀行
2 行（ファイサル・イスラーム銀行，サウジ金融銀行）と兼業銀行 3 行（UB，
AWB，NBD）である。このほかに Arab Investment Bank（AIB）の 2 支店
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最初のイスラーム支店はアル＝フセイン・イスラーム支店で，その登録は
1979 年で，ファイサル・イスラーム銀行の営業開始前に計画され，1980







（出所）2009 年 12 月時点で各行の HP から筆者作成。( ) 内は新設。
（注）人口については，Egypt: Human Development Report 2003, UNDP から作成。
人口 FIBE ESFB NBD BM UB
Egypt 65335.6 23(3) 24(4) 18 32 37
Cairo 7338.1 6 10(1) 2 7 15
Alexandria 3607.5 3(1) 4(1) 1 1 4
Port Said 509.4 1
Suez 456.6 1
Damietta 1004.9 1 2 1
Dakahliya 4616.7 1 1 2 6
Sharkiya 4747.4 1 1 1 1 1
Qalyoubiya 3621.6 1 1 1
Kafr el-Sheikh 2425.9 3 1
Gharbiya 3693.2 2 1(1) 2 3 2
Menufiya 3024.7 1 2
Al Behera 4384.1 1 1 1
Ismailia 798.7 1
Giza 5262.3 3(1) 6(1) 2 1 5
Beni Suwef 2085.6 1
El-Faiyoum 2235.7 1
Minia 3734.6 1 2 1
Assyout 3262.3 1 1
Sohag 3525.8 1 1 2 1
Luxor 396.4 1
Aswan 1051.9 1(1) 1
Red Sea 173.7 1
North Sinai 284.3 1













279]），そこでは，1981 年の 1％前後からスタートし，1986 年に 8％弱となり，
1990 年に 12.5% でピークとなったが，その後 10% ～ 12％で推移している。
表 4　1990 年におけるイスラーム銀行の預金・資産額
（出所）Kazarian [1993: 134, 135, 184] から筆者作成。
（注）* 表全体は Kazarian [1993] の P134 と P135 を合成して作成し，イスラーム支店の総資産
の内訳は P184 を挿入したもの。ただし，その総資産額の 2200 という数字は P135 およ
び P184 で掲載されているが，その内訳の合計 2120 であり，一致していないことに注意
されたい。なお，文中でその内訳への言及はなく，P184 の脚注で，中央銀行の銀行監督
局から入手したと説明がある。
支店数 総預金 総資産 一支店平均
数 % 額 % 額 % 総預金 総資産
イスラーム銀行 42 3.90 5,072 7.52 6,576 6.13 120.8 156.6 
　FIBE 12 1.11 4,142 6.14 4,944 4.61 345.2 412.0 
　IIBID 7 0.65 732 1.09 1,072 1.00 104.6 153.1 
　NSB 23 2.14 198 0.29 560 0.52 8.6 24.3 
イスラーム支店 62 5.76 1,815 2.69 2200* 2.05 29.3 35.5 
　公共部門銀行 26 2.41 1,340 1.99 1,518 1.42 51.5 58.4 
　合弁銀行 24 2.23 284 0.42 350 0.33 11.8 14.6 
　民間部門銀行 12 1.11 191 0.28 252 0.24 15.9 21.0 
イスラーム銀行・支店計 104 9.66 6,887 10.22 8,776 8.19 66.2 84.4 
商業銀行・投資銀行等 973 90.34 60,524 89.78 98,442 91.81 62.2 101.2 
総計 1,077 100.00 67,411 100.00 107,218 100.00 
（単位：100 万エジプト・ポンド）
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4．イスラーム銀行の現状











2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008
FIBE 2.54 2.41 2.38 2.33 2.53 2.32 2.06 
ESFB 0.56 0.58 0.71 0.83 0.96 0.96 0.96 
合計 3.10 2.99 3.09 3.16 3.49 3.28 3.02 
総預金に占める割合
2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008
FIBE 3.20 3.08 2.95 2.84 3.07 3.11 2.93 
ESFB 0.73 0.76 0.90 0.98 1.15 1.26 1.25 
合計 3.93 3.84 3.85 3.82 4.22 4.37 4.18 
（単位：％）
2006 年 12 月 2007 年 12 月 2008 年 12 月
エジプト・ポンド 一般投資口座 6.06 6.17 5.35
投資口座（2 年超） 6.06 6.17 5.35
貯蓄証書（3 年） 8.16 8.36 7.82
Momaa 貯蓄証書（7 年） 9.73 10.00 9.70 
（参考） 銀行 1 年未満預金 6.90 6.90 8.20
郵便貯金 9.50 9.50 9.50
投資証書（単利） 9.50 10.00 10.00
銀行貸し出し金利 12.70 12.20 12.50 
ドル 投資口座（2 年超）  3.26 3.9   1.67
（参考） 銀行 3 カ月物預金 4.88-5.06 4.38-4.56 1.02-1.32
ユーロ 投資口座 1.75 2.15 2.75








の預金が全銀行預金に占める割合は 1986 年の約 10％から 2000 年に 5％に
まで低下したことを示している。
現在のイスラーム銀行の預金の動向を専業銀行であるファイサル・イス
ラーム銀行とサウジ金融銀行の 2 行から検討する。2008 年末でのファイ
サル・イスラーム銀行の預金残高は約 219 億ポンド，サウジ金融銀行は約
94 億ポンド，両行の合計は約 313 億ポンドである。約 134 億ポンドであっ
た 2002 年の約 2.3 倍となった。この間エジプトにおける全銀行貯蓄も増
大したが，イスラーム銀行 2 行のシェアは 2002 年の 3.93% から 4.18% に
微増している（表 5）。個別にみると，ファイサル・イスラーム銀行はこ







一方，公共部門銀行であるミスル銀行の 2008 年 6 月時点の預金額は約
1175 億ポンドであるので，単純にその 10％をイスラーム預金と仮定する
と，以上に述べた 2 つのイスラーム専業銀行の預金額合計の約 3 分の 1 に
相当することになる。これらを足し合わせると，イスラーム金融の規模は
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しかし，1986 年秋に最大のイスラーム投資会社 Al-Rayan がシャリーア
に反した金投機に失敗したニュースが流れ，取り付け騒ぎが起きた。政府
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新たな投資者の資金を既存の投資家への高率の配当に当てていたことなど
も明らかになった。この投資会社全体の資金規模に関してはさまざまな推
定があり，多いもので 80 億～ 120 億ポンド，少ないもので 50 億ポンドな




































































と，議長であるタンターウィー師はじめ Mufti of Egypt のアル＝タイエブ
（Ahmad Muhamed al-Tayeb）師，ワクフ相のザグズーク（Mahmoud Hamdi 
Zaqzouq）師，アル＝アズハル大学長ハーシム（Ahmad Hashim）師，その






Gamal [2003]），その代表格である前 Mufti of Egypt（1996 ～ 2002 年）の
ファリード・ワーセル（Nasr Farid Wassel）師は，ファイサル・イスラー
ム銀行のシャリーア・ボードの役員となっている。なお，タンターウィー































































2007 2008 2007 2008
額 ％ 額 ％ 額 ％ 額 ％
資産 9,014,415 100.0 10,422,897 100.0 21,719,070 100.0 23,815,935 100.0
　現金・中央銀行預金 606,757 6.7 760,197 7.3 1,302,630 6.0 1,618,678 6.8
　銀行預金 2,863,023 31.8 2,824,088 27.1 45,825 0.2 73,930 0.3
　財務省証券等 894,153 9.9 932,058 8.9 0 0.0 0 0.0
　金融投資（流通目的） 130,788 1.5 49,846 0.5 1,243,241 5.7 294,421 1.2
　金融投資（売却可能） 20,422 0.2 114,889 1.1 558,330 2.6 2,696,254 11.3
　ムダーラバ・ムラーバハ等 3,816,811 42.3 4,742,748 45.5 15,928,904 73.3 15,719,362 66.0
　融資 260 0.0 260 0.0 0 0.0 0 0.0
　金融資産（満期前） 289,691 3.2 664,471 6.4 1,565,838 7.2 2,290,584 9.6
　出資 2,275 0.0 6,825 0.1 168,132 0.8 432,373 1.8
　その他資産 296,476 3.3 265,787 2.5 474,284 2.2 237,288 1.0
　繰り延べ税金資産 5,692 0.1 16,131 0.2 0 0.0 0 0.0



































し，雑誌名の Rose el-Youssef に関しては同誌自身の表記に従っている。その他
では，引用した El-Gamal も本人の HP による表記である。
(2)　1954 年 10 月にナーセル首相の暗殺未遂事件があり，ムスリム同胞団の企み
とされ，そのメンバーは大規模に粛正された。その後ナーセルは国内の全権を
掌握し大統領となった。近年のイスラーム銀行の設立にはムスリム同胞団も貢
献したが，現在ではその関与はない（Soliman [2004:268-269], Malley [2004:191-
192]）。ムスリム同胞団の神学的な指導者である Yusuf al-Qaradawi（エジプトから
カタルへ移住）はイスラーム金融の支持者である。
(3)　近年では，1991 年に 1 億ポンド，1996 年に 3 億ポンド，1998 年に 3 億 5000
万ポンドと推移している。
(4)　なお，個別の融資の内容をみると，たとえば協同組合住宅の取得では，融資上
限 8000 ポンドで，金利に相当するアーイドは年率 6％である。返済期間は 5 年
以内で，担保は月給や年金で，その振込が条件になる。結婚費用では月給の 8
倍まで，上限 720 ポンドである。
(5)　その他，公共部門銀行 3 行，外国銀行支店 7 行，特殊銀行 3 行があり，総銀行
数は 39 行である。なお，2006 年に公共部門銀行のアレクサンドリア銀行がイタ
リア系銀行に売却され（民営化），公共部門銀行は 4 行から 3 行に減少している。
(6)　同法は，①銀行・信用法 ( 法律 1957 年第 163 号 )，中央銀行法（法律 1975 年
第 120 号），口座秘密法（法律 1990 年第 205 号），外貨取引規制法（法律 1994
年第 38 号），民間部門の公共部門銀行出資に関する法（法律 1998 年第 155 号）
を統合したもの。
(7)　銀行部門改革に関して，政府およびエジプト中央銀行は 2004 年 9 月に①銀行
部門の自主的・強制的統合，②国営銀行の再建・リスク管理強化，③銀行部門
の不良債権の整理，④エジプト中央銀行の監督部門の強化を軸とした政策を打
ち出した。とくに，Basel I による銀行の資本増強（最低資本金の 1 億ポンドか










ている（Kienle [2001:1123-114], Al-Ahram Weekly Online, 23-29 July 1998 など）。
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